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令和７年 第２回（３月）志免町議会定例会一般質問通告書 

通 告 順 

番号 質問者 質問時間 件    名 要    旨 具 体 的 質 問 内 容 質問の相手 備 考 

１ 岩 下 多 絵 ２０分 

１．シェアサイクル

の推進でサス

ティナブルな

インフラ整備

と町民の健康

維持へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)シェアサイクル「チャリチ

ャリ」について 

令和 6年 12月 27日にチャリチャリ(株)と

包括連携協定を締結し、令和７年 4月１日に

はシーメイトにも新たに駐輪ポートが設置

されエリア拡大予定と、広報しめや、ホーム

ページに掲載されている。 

 

①チャリチャリ(株)と包括連携協定を締結

するに至った経緯について問う。 

②具体的な施策の中に「町内における二次交

通の活性化に関する事項」としてシェアサ

イクルの利用を渋滞緩和対策の一つと考

えるとある。駐輪ポートの設置の支援とは

具体的にどのようなものか。 

③「観光・地域振興に関する事項」について

は、具体的にどのようなものを考えている

のか。 

④「災害時の移動支援に関する事項」につい

ては、具体的にどのようなものを考えてい

るのか。 

⑤自転車での移動を推進する割には、町内の

自転車道や、緑道（令和 6年 6月の厚生建

設常任委員会閉会中審査でも行ったが）は

危険箇所が多い。今後、さらに安全快適な

自転車道として整備の計画やビジョンは。 

⑥現在、志免町には７箇所しか駐輪ポートが

ない。今後エリア拡大の予定は。 

⑦エリア拡大には、自治体と企業の連携や、

地元企業や商店へのスポンサーシップの

提案、利用者を増やすための周知活動も必

要と考えるが、その辺りの考えは。 

⑧利用者に関しては、どの年齢層をターゲッ

トに考えているのか。 

⑨町内だけでなく、さらに駅などへアクセス

の利便性を高めるには、近隣自治体との連

携も必要と考えるが、その辺りの考えは。 

⑩町内外への移動手段として、のるーとと、

シェアサイクルを上手く組み合わせるこ

とで、町民の利便性の向上、健康づくり、

県道 68 号線の渋滞の緩和、脱炭素社会の

推進など良いことばかりである。最後に、

まちの意気込みと総括を伺う。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸 山 真 智 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０分 

 

 

 

 

 

 

１．知の拠点として

の町立町民図書

館について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)町立町民図書館は開館して

３４年になるが、課題を問

い、今後について伺う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「図書館法」による図書館とは、図書館サ

ービスの三要素とは何か。 

②図書館設置に関する条例はなく、運営規則

となっている。大事な設置及び目的がない

が先進的な伊万里市民図書館のように示

すべきでは。また、図書館の運営方針を掲

示して利用者に知らせるべきではないか。 

③図書館は人（職員）だが、職員体制と司書、

司書補の数を問う。 

また、会計年度任用職員で司書の資格があ

れば、給与に反映されているのか。されて

いないのであれば理由は。司書の役割は何

か。事務職とは違うので待遇改善が必要で

はないのか。 

町 長 

教 育 長 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸山真智子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．災害時に深刻な 

トイレ問題につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)大きな災害のたびにトイレ

問題が起きている。移動式

トイレ（トイレカー、トイ

レトレーラー）を導入した

らどうか 

 

 

 

④年齢別貸出冊数、人数をみると中高大生の

年齢が少ない。増やす努力はされているの

か。 

１２月の一般質問での中高生の居場所（本

も置く）についての町長の答弁は、「町民

センターやシーメイトを考えている」とい

うことだったが具体的に伺いたい。 

⑤図書館はボランティアが支えている。必要

な協力はするが、都合の良いお手伝いでは

ない。ボランティアの方々は協力もする

し、提言もしたいと思っているが、そのよ

うな機会はあるのか。 

※図書室の時から支えているのが、おはな

し会「ねっこぼこ（旧親子読書会）」と読

書サークル「水車」 

⑥しあわせ電子図書館の利用について伺う。 

文字の拡大ができ、音声機能が付いた書籍

もあり、高齢者の利用につなげたいが、周

知は。利用の仕方がわかりづらいのでは。

また、視覚障害者の方への周知はされたの

か。 

⑦手狭になった図書館。令和８年度から公共

施設個別施設計画ではふれあいセンター

が長寿命化改修に入る予定だが、図書館は

どうなるのか。 

⑧「万人の知の拠点としての大切な図書館」。

第６次総合計画では将来像が見えない。将

来への考えはあるか。 

 

 

①能登半島地震でも、被災地でのトイレ対応

において過去の教訓を生かせなかったと

言われている。志免町の備えは。 

②国の２０２４年度の補正予算で決まった

「新しい地方経済・生活環境創生交付金」

を活用し、移動式トイレ（トイレカー、ト

イレトレーラー）を導入したらどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 森 弘 美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.母親の気持ちを 

最優先にした事 

業に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)産後ケアと産後ドゥーラに 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心して子育てができるようにすること

を目的とした産後ケア事業。志免町も令和 5

年 9月より事業がスタートした。志免町にお

ける産後ケア事業の進捗もあわせ、支援を受

けるお母さんのニーズや気持ちに寄り添っ

た支援について町の見解を伺う。 

 

①妊娠から出産そして育児と切れ目ない伴

走支援が重要と考える。志免町の妊産婦の

支援にはどのようなものがあり、支援の利

用状況は。 

②地方自治体の具体的な取組みを推進する

ため、児童福祉法の改正も行われた。改正

児童福祉法で示された取組みについて、志

免町はどのような対応を行っているか。 

③産後ケア事業は母子保健法に基づく保健

事業と位置づけられているため家事支援

はおこなえない。 

家事支援と育児支援を一緒に行える産後

ドゥーラについて志免町はどのように考

えるか。 

 

町 長 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 森 弘 美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０分 

 

 

 

 

 

 

２.誰もが前向きに 

生きるために町 

ができることは 

 

 

 

 

 

 

(１)終活支援について 

 

④まだまだ認知度の低い産後ドゥーラ。今後

必要となってくる職種であり女性進出に

も役に立つと考える。資格取得の助成につ

いて町の見解を伺う。 

 

家族の有無に関わらず誰もが安心して生

きていき、亡くなった後も尊厳が守られる仕

組みが必要と考える。志免町の終活支援につ

いてどのような支援を行っているのか、また

今後の取組みについて町の見解を伺う。 

 

①志免町において、身寄りのない単身高齢者

に対する身元保証支援はどのように行っ

ているか。 

②死後手続きや終活に関する相談にはどの

ように対応しているのか。 

③今後、志免町でエンディングノートの周知

や配布、デジタル終活の周知など終活に関

する情報の発信は行うのか。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安 河 内 祐 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．第６次志免町総

合計画基本構

想→基本目標

５環境にやさ

しく快適に暮

らせるまちに

対する取組み

を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)第５次志免町総合計画にお 

ける成果指標を振り返り、 

達成状況に対して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２）第６次志免町総合計画に沿 

  い 

基本目標５ 環境にやさし 

く快適に暮らせるまち 

施策 14 快適な生活環境の 

維持と循環型社会の構築に 

対する現在の状況と取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (３）今後の取組みに対して 

①政策５ 安全で快適に暮らせるまち 

 施策 16 清潔で美しいまちをつくるため

に行われた取組みは具体的にどのような

ことをされたか。  

②住んでいる地域が良好な住環境である、と

感じる町民の意識の割合が C評価となった

のは、どのような要因からと思われるか。 

 実際に行政に苦情などはあがっていたか。 

③政策４ 自然にやさしいエコのまち 

 施策 13 ごみの減量と資源再利用を進め

環境にやさしいまちをつくるために行わ

れた取組みは。 

 C評価となっている要因は。 

④行政として一番重点課題はどうとらえら

れたか。 

 

①クリーンアップ作戦(年２回)以外で、現在

行われている町内環境美化活動はあるか。 

・各町内会単位の独自の取組みはあるか。 

・小中学校単位の独自の取組みはあるか。 

・不法投棄対策は。 

②環境監視員の人数と活動状況は。 

③現在の町民一人１日当たりの可燃ゴミの

排出量は。 

・増加傾向にあるか。 

・減らすために行われている取組みは。 

・様々なゴミ回収で、町や業者が困ってい

る問題はあるか。 

④昨年１年間の資源回収量は。 

・増減はどのような状況か。 

・町内会や小中学校(PTA 活動含む)の現在

の取組みは。 

令和元年度→令和７年度の目標値が、維持

としているのは、改善が難しいということ

なのか。 

 

①ごみの減量化と資源化の改善・強化に対す

る今後の町の取組みは。 

(特に４R活動に対して) 

町 長 

教 育 長 
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４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安 河 内 祐 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０分 

 

 

 

 

 

 

(企業・団体に対して) 

(可燃ゴミ以外のごみ袋の小さいサイズの

検討に対して) 

②志免町の積極的な環境美化活動を促すに

は、町・町民・事業所が一体となり、子ど

もも大人も、そして町内会・地域の連携が

必要と考える。 

環境美化活動と環境問題に対して、教育と

社会教育の観点からの取組みを伺う。 

③町長の志免町のこれからの環境問題に対

する所見を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤 瀬 康 司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.志免町の教育環 

境について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.安心安全な町づ 

くりについて 

(１）35人学級の導入や現状に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１）通学路の安全確保について 

①志免町の学校編成の現状 

ⅰ現在、町内の小・中学校では 35 人学級

がどの学年まで実施されているか。 

ⅱ学級規模による学習環境や児童生徒へ

の影響はどう評価しているか。 

②35人学級の効果と課題 

ⅰ少人数学級による学力向上や生徒指導

の充実などの成果は見られているか。 

ⅱ35人学級の導入によって、教員の負担は

軽減されているか。逆に新たな課題は。 

ⅲ志免町の教員配置や人員不足の問題は

あるか。 

③今後の拡大計画と財政負担 

ⅰ町として 35 人学級を全学年に拡大する

計画は。 

ⅱ35人学級を維持・拡大するための財源確

保の見通しは。 

ⅲ県や国からの補助金や支援制度は活用

できるのか。 

④学校施設や環境整備との関係 

ⅰ35 人学級により教室が不足する可能性

はあるのか。 

ⅱ施設の老朽化や耐震化など、学習環境整

備の課題は。 

ⅲ今後の人口増加予測に基づき、どの程度

の児童・生徒増加が見込まれているのか。 

⑤他の町の学校へ通学することの可能性 

ⅰ粕屋町など近隣自治体の学校との連携

することの可能か。 

ⅱ他自治体の学校に通うことを認める制

度や前例はあるのか。 

ⅲ近隣自治体との協議状況や、今後の協議

予定は。 

⑥新設校の検討 

ⅰ志免町内に新しい学校を設立する計画

はあるか。 

ⅱ近隣自治体と協力して合同の新設校を

作る可能性はあるか。 

 

①通学路の安全点検の実施状況 

ⅰ平成 28 年度「通学路交通安全プログラ

ム」が策定され、通学路の安全確保に取り

組まれているが実施状況は。 

ⅱ危険と声があがっている箇所の対策は

進んでいるのか。 

ⅲ学校関係者(PTA、先生)以外から危険箇

所の声は。 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 
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５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤 瀬 康 司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０分 

②通学路の街灯設置や防犯カメラの整備 

ⅰ夜間や早朝の安全確保のために、通学路

の街灯の設置状況は調査しているのか。 

ⅱ防犯カメラの設置状況は。 

③通学路のバリアフリー化 

ⅰ障がいのある児童・生徒のためにバリア

フリーの改善は行われているのか。 

ⅱベビーカーや車いすでも通行しやすい

ように整備されているのか。 

  


